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神
一
層
つ
ま
い
も
の
☆
上
伊
八
茶
懐
石
Ｖ

中
央
区
花
隈
町
５
１
”

茸
如
１
５
５
５
５

１
７
０
年
の
歴
史
を
も
つ
老

舗
。
海
の
幸
山
の
幸
を
旬
に
先

が
け
て
一
早
く
出
し
て
く
れ
る

昼
の
ミ
ニ
懐
石
三
八
○
○
ｌ
、
懐
石
八
○

○
○
円
Ｉ
、
Ａ
Ｍ
ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
型
第
二
Ｒ

晒
休

☆
普
茶
寮
八
並
尋
傘
料
理
Ｖ

中
央
区
加
納
町
２

宮
蜘
Ｉ
３
０
５
６

宇
治
黄
築
山
万
福
寺
の
流
れ

を
汲
む
精
進
並
昇
未
料
理
の
店
。

コ
ー
ス
一
一
一
、
○
○
○
円
、
予
約
要
。
八

Ｍ
浬
Ｉ
Ｐ
Ｍ
８
．
節
１
．
３
月
休

☆
祥
容
庵
八
山
水
料
理
Ｖ

兵
庫
区
五
官
町
犯
１
羽

茸
鋼
１
５
４
１
１

京
風
山
水
料
理
と
湯
豆
腐
が

コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
て
、
旬
の

魚
と
野
菜
が
い
つ
も
味
わ
え
る

懐
石
一
○
○
○
○
円
ｌ
、
お
手
軽
懐
石
六

○
○
○
円
ｌ
、
正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
、
、
無
休
要

予
約

6２

神
戸
ビ
ー
フ
、
各
国
料
理
・
・
．

お
い
し
さ
集
ま
る
神
戸
の
町
。

本
誌
編
集
部
の
食
い
し
ん
坊
た

ち
が
、
五
感
を
結
集
し
て
集
め

た
お
店
の
新
地
図
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。，／
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輪 房けどん

ン
力
シ
そ
ば
、
わ
か
た
け
そ
ば

が
お
す
す
め
。
▼
ブ
ラ
シ
ス
リ

ー
シ
ェ
レ
・
コ
パ
ン
（
奮
塑
－
２

‐
２
６
中
央
区
中
山
手
通
１
）
安
く
て

お
い
し
い
。
▼
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ

ク
ラ
ブ
（
貧
加
ｌ
Ｏ
２
０
０
北
野
町

３
）
シ
ェ
フ
お
す
す
め
料
理
が

美
味
。
安
い
。
▼
ホ
テ
ル
神
戸

（
麓
迦
－
５
４
３
’
新
神
戸
駅
東
北
）
会

席
料
理
。
▼
山
三
シ
輪
喬
測
ｌ

ｌ
Ｏ
３
８
県
庁
西
北
）
精
肉
バ
タ
ー

焼
。
▼
ボ
ニ
ー
タ
（
麓
叩
１
０
’

６
０
Ｊ
Ｒ
本
山
駅
北
）
精
養
軒
の
レ

ス
ト
ラ
ン
。
甲
南
女
子
大
の
お

嬢
さ
ん
が
多
い
。

式
会
社
〉

蕊篭号 鶏
鯛
鯛
蹴
蝉
溌 灘

普茶察

超H，

茜 １
‐
Ｌ
、
’

潔
薙

識
狸 々

☆
け
ど
ん
八
割
烹
Ｖ

中
央
区
加
納
町
４
１
７
‐
型

宮
亜
ｌ
Ｏ
２
６
６

純
日
本
風
の
白
木
造
り
の
肉

割
烹
。
和
牛
を
素
材
に
し
た
肉

料
理
に
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
る

へ
れ
一
一
一
○
○
○
円
、
ろ
’
す
一
九
○
○

円
、
た
ん
一
二
○
○
円
、
コ
ー
ス
五
五
○

○
’
一
万
円
。
予
約
に
限
り
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
も
あ
る
。
Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
２
無
休

１
６３
１

☆
狸
々
八
季
節
料
理
Ｖ

中
央
区
北
長
狭
通
２

宮
知
１
９
５
５
７

瀬
戸
内
の
鮮
魚
が
手
早
く
料

理
さ
れ
、
旬
の
生
魚
の
味
覚
が

十
分
楽
し
め
る
和
風
ス
タ
ン
ド

カ
プ
ラ
蕪
八
○
○
円
刺
身
二
○
○
○
円

前
後
う
に
井
二
○
○
○
円
。
Ｐ
Ｍ
４
”

鋤
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｕ
、
日
蛎
休

私
の
お
す
す
め
の
店
は
次
の

、
店
で
す
。

▼
ジ
ャ
ン
・
ム
ー
ラ
ン
魯
沌
Ｉ

４
１
８
８
北
野
町
３
）
神
戸
の
フ
ラ

ン
ス
料
理
の
仕
掛
人
。
▼
シ
ェ

・
ラ
・
メ
ー
ル
に
し
む
ら
（
冒
醜

１
２
４
６
７
中
央
区
山
本
通
２
）
フ
ラ

ン
ス
料
理
。
雰
囲
気
満
点
。
▼

福
寿
し
（
宮
鋤
ｌ
５
４
７
３
さ
ん
ち
か

レ
ス
ト
ラ
ン
モ
ー
ル
）
お
み
や
げ
に

最
高
。
▼
コ
ム
・
シ
ノ
ア
（
茸
釧

ｌ
３
０
３
７
南
京
町
）
フ
ラ
ン
ス
料

理
。
い
つ
来
て
も
そ
れ
な
り
に

お
い
し
い
。
▼
正
家
本
店
（
茸
剰

ｌ
２
４
５
６
中
央
区
中
山
手
通
１
）
ト

叙
吉
本
八
割
烹
Ｖ

中
央
区
中
山
手
通
２
１
３
１
卯
（
生
田
警

察
署
西
口
前
）
官
鋤
ｉ
５
８
１
７

古
い
民
家
風
の
た
た
ず
ま
い

季
節
感
あ
ふ
れ
る
日
本
料
理
が

清
水
焼
き
中
心
の
器
に
映
え
る

お
昼
ミ
ニ
会
席
五
五
○
○
円
、
本
会
席
一

○
○
○
○
円
、
一
三
○
○
○
、
一
五
○
○

○
円
、
正
午
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
、
Ｐ
Ｍ
５
１
ｍ

日
咽
休

☆
し
る
一
八
生
賛
料
理
Ｖ

中
央
区
古
湊
通
１
１
１
１
羽

宮
測
１
０
４
６
１
．
１
３
２
２

１
３
２
１

店
内
で
分
る
よ
う
に
し
る
物

の
美
味
さ
で
は
定
評
が
あ
る
。

生
賛
の
鮮
魚
料
理
の
味
も
い
い

活
造
り
（
１
舟
４
１
５
名
分
）
一
○
○
○

○
円
Ｉ
昼
定
食
一
五
○
○
円
ｌ
Ａ
Ｍ

ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
、
日
踊
休
（
予
約
可
）

ふ
ろ
や

☆
敷
臓
屋
鯉
吉
八
日
本
料
理
Ｖ

中
央
区
山
本
通
１
１
７
１
腸
東
洋
ハ
イ

ツ
内
宮
加
Ｉ
５
１
１
１

三
田
牛
を
使
用
し
た
神
戸
風

懐
石
料
理
が
メ
イ
ン
。
民
芸
調

の
落
ち
着
い
た
店
内
も
人
気
。

桑
焼
き
（
和
風
ス
テ
ー
キ
）
コ
ー
ス
、
冷

し
シ
ャ
プ
コ
ー
ス
一
○
○
○
○
円
。
正
午

Ｉ
Ｐ
Ｍ
２
、
Ｐ
Ｍ
４
１
ｍ

☆
一
輪
二
房
八
季
節
茶
屋
Ｖ

中
央
区
三
宮
町
１
さ
ん
プ
ラ
ザ
Ｂ
１

宮
瓢
１
２
２
８
０

季
節
感
漂
う
店
内
。
一
輪
は

梅
、
一
房
は
ぶ
ど
う
。
工
夫
を

凝
ら
し
た
お
弁
当
が
評
判
。

一
輪
七
○
○
円
、
一
房
一
五
○
○
円
Ａ

Ｍ
ｎ
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
￥
鋤
第
３
月
休

菅
ま
い
も
の
・
ベ
ス
ト
店

鞭
議
聯
繋
認
識

☆
割
烹
な
か
む
ら
八
割
烹
Ｖ

中
央
区
古
湊
通
２
１
１
１
ｍ

言
測
１
５
６
９
５

民
芸
割
烹
の
店
。
と
》
り
ふ
料

理
が
名
物
だ
が
、
魚
料
理
、
牛

肉
の
和
風
鉄
板
焼
き
も
好
評
だ

鉄
板
焼
き
三
五
○
○
円
。
Ｐ
Ｍ
５
１
ｎ
、

日
咽
休

☆
中
納
言
八
和
洋
料
理
Ｖ

神
戸
元
町
東
店
／
中
央
区
北
長
狭
通
３

官
狸
ｌ
ｌ
６
８
５

神
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
店

官
醐
１
７
９
１
８

新
鮮
な
材
料
と
味
の
良
さ
が

売
り
物
の
活
伊
勢
エ
ビ
料
理
の

店
。
石
焼
ス
テ
ー
キ
も
う
ま
い

活
伊
勢
海
老
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ス
五
五

○
○
’
一
○
○
○
○
円
Ａ
Ｍ
ｕ
Ｌ
釦
Ｉ

Ｐ
Ｍ
９
無
休

田
中
正
郎
〈
権
誇
軸
紅
蝿
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西村屋

☆
う
お
じ
ま
八
元
祖
荒
磯
料
理
Ｖ

中
央
区
加
納
町
２

言
加
１
２
１
７
１

新
鮮
な
魚
を
生
賓
か
ら
す
く

い
上
げ
そ
の
場
で
料
理
。
種
類

も
多
く
包
丁
さ
ば
き
は
見
事
。

特
別
荒
磯
会
席
料
理
／
一
人
五
○
○
○

’
七
五
○
○
円
。
正
午
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｍ
・
釦
、

凡
曜
休

☆
招
福
楼

中
央
区
港
島
中
町
６
１
油
１
１
ポ
ー
ト

ピ
ア
ホ
テ
ル
ー
Ｆ

宮
奴
ｌ
Ｏ
５
１
５

い
つ
行
っ
て
も
格
調
と
季
節

感
の
あ
る
懐
石
料
理
は
さ
す
が

サ
ー
ビ
ス
も
清
々
し
く
後
味
良

コ
ー
ス
一
○
○
○
○
円
ｌ
、
風
流
点
心
六

○
○
○
円
Ａ
Ｍ
ｎ
・
”
Ｉ
Ｐ
Ｍ
２
．
釦
、

Ｐ
Ｍ
５
１
８
・
釦
年
中
無
休

☆
し
げ
松

中
央
区
加
納
町
４
１
９
１
Ⅲ

言
諏
－
２
２
８
５
．
３
３
１
６

主
人
の
腕
が
冴
え
て
い
る
せ

●
●
■

い
か
、
四
季
の
し
ゅ
ん
が
楽
し

め
る
割
烹
料
理
。
弁
当
も
評
判

松
花
堂
四
○
○
○
円
、
ミ
ー
ー
会
席
六
○

○
○
円
Ａ
Ｍ
ｎ
・
釦
Ｉ
Ｐ
Ｍ
２
や
Ｅ
Ｍ

４
．
釦
１
８
．
鋤
日
叩
祝
日
休

しげ松

☆
か
じ
き

中
央
区
中
山
手
通
４
１
２
１
２

倉
迩
１
６
０
２
９

駒
ケ
林
の
直
送
の
魚
で
、
包

丁
さ
ば
き
を
楽
し
み
な
が
ら
の

魚
料
理
。
夫
婦
コ
ン
ビ
が
絶
妙

う
に
井
定
食
一
一
一
○
○
○
円
お
ま
か
せ
コ

ー
ス
五
○
○
○
円
正
午
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｍ

水
嘘
休

駿

蕊
☆
西
村
屋
八
か
に
料
理
Ｖ

中
央
区
磯
上
通
７

貢
醜
１
３
６
６
３

産
地
直
送
の
新
鮮
‘
な
カ
ニ
を

使
っ
た
造
り
が
お
す
す
め
品
。

か
に
す
き
三
九
○
○
円
か
に
会
席
五
五

○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｎ
・
釦
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９

☆
い
け
洲
八
荒
磯
料
理
Ｖ

中
央
区
花
隈
泌
ｌ
Ⅳ

言
、
１
１
７
２
９

懐
石
料
理
と
活
ふ
ぐ
料
理
の

店
で
あ
る
。
フ
γ
ミ
リ
ー
で
楽

し
む
こ
と
も
で
き
る
店
。

て
つ
ち
り
の
コ
ー
ス
一
○
○
○
○
円
よ

り
。
悩
石
五
○
○
○
円
よ
り
。
Ａ
Ｍ
ｎ

・
鋤
ｌ
Ｐ
Ｍ
９

☆
ホ
テ
ル
全
但

八
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
Ｖ

中
央
区
下
山
手
通
４
１
５
１
１

賓
剰
Ｉ
３
８
３
８

山
陰
の
カ
ニ
、
但
馬
の
牛
肉

を
バ
ス
で
直
送
。
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
座
敷
で
本
場
の
味
を

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
四
五
○
○
円
、
会
席
料

理
五
○
○
○
円
Ｉ
ｏ
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
８

．
”
狸
／
瓢
、
１
／
１
体

鞘
‐
詞
葛fM鐸〕四

》

☆
楽
珍
八
懐
石
料
理
Ｖ

中
央
区
北
長
狭
通
１
１
９
１
３
レ
イ
ン

ポ
ー
プ
ラ
ザ
３
．
４
Ｆ

宮
諏
１
５
２
０
０

季
節
の
俳
句
と
旬
を
生
か
し

た
俳
咲
料
理
。
敷
石
と
打
ち
水

が
美
し
い
自
体
庵
は
要
予
約
。

俳
味
料
理
五
○
○
○
円
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

五
○
○
○
円
、
核
石
七
○
○
○
円
ｌ
Ａ
Ｍ

ｎ
・
訓
Ｉ
Ｐ
Ｍ
、
年
中
無
休
宴
会
の

予
約
は
茸
迩
１
１
７
１
７

☆
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｙ
Ａ
八
季
節
の
台
所
Ｖ

中
央
区
山
本
通
２
１
Ｍ
ｌ
鋤
ア
ン
カ
ー

ハ
ウ
ス
２
Ｆ
茸
塑
ｌ
ｌ
Ｏ
３
１

ヤ
ン
グ
感
覚
で
、
お
ふ
く
ろ

の
味
を
セ
ン
ス
良
く
。
若
い
男

性
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ー
ビ
ス
清

潔
。

大
皿
コ
ー
ス
一
一
五
○
○
円
、
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｙ

Ａ
コ
ー
ス
三
○
○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｅ

Ｍ
３
、
Ｐ
Ｍ
５
１
Ｐ
Ｍ
ｍ
水
剛
体

☆
き
ら
ら

灘
区
六
甲
台
町
６
‐
２
０
Ｌ
Ｄ
Ｎ
Ｅ
ｗ

２
Ｆ
茸
鋤
１
６
６
４
１

吟
味
さ
れ
た
各
地
の
新
鮮
な

素
材
を
炉
焼
き
し
て
出
さ
れ
る

懐
石
風
串
焼
料
理
。

東
風
梅
花
コ
ー
ス
六
千
円
他
に
五
千

円
、
八
千
円
、
一
万
円
の
コ
ー
ス
。
Ｐ

Ｍ
５
（
土
日
祝
Ｐ
Ｍ
４
・
釦
）
ｌ
Ａ
Ｍ

Ｏ
・
釦
年
中
無
休

‘群群域

寺１

蕊 篭 総鍵

☆
か
き
十
八
か
き
料
理
Ｖ

中
央
区
中
山
手
通
４
１
Ⅱ
－
釦

宮
加
１
１
７
７
５

明
治
創
業
、
か
き
ひ
と
筋
で

営
業
も
か
き
の
季
節
（
如
月
、
４

３
月
）
だ
け
と
い
う
一
徹
な
老

舗
。

会
席
三
六
○
○
円
Ｉ
土
手
鍋
三
八
○
○

円
ｌ
ｏ
Ａ
Ｍ
ｕ
・
鋤
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９

☆
喜
兵
衛

中
央
区
山
本
通
２
１
１
１
１
コ
ー
ナ
ー

ハ
ウ
ス
２
Ｆ

宮
血
１
５
４
１
１

灘
の
生
一
本
〃
滝
鯉
″
の
酒

の
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
楽
し
み
つ
つ

和
食
の
コ
ー
ス
い
ろ
い
ろ
と
。

お
昼
の
会
席
四
○
○
○
円
ｌ
、
夜
の
会
席

は
三
八
○
○
円
Ｉ
Ａ
Ｍ
ｕ
・
釦
Ｉ
Ｐ
Ｍ

３
、
Ｐ
Ｍ
４
１
ｍ
水
曜
休

かじき

かき十

１
６４
１

識
》

瀞
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オールド・ニューきらら喜兵術

１
６５
１

☆
又
平
八
す
し
Ｖ

中
央
区
下
山
手
通
２
１
川
Ｉ
お

宮
剛
１
０
９
３
５

谷
崎
潤
一
郎
の
「
細
雪
」
に

も
名
前
が
出
て
く
る
老
舗
。
現

在
の
ご
主
人
は
一
一
代
目
。

正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
、
、
火
脆
休

☆
お
ち
ょ
ぽ
八
す
し
Ｖ

中
央
区
中
山
手
通
１
１
６
１
副

官
卿
１
２
２
４
０

三
宮
に
店
を
開
い
て
敬
年
目

の
ご
主
人
の
大
原
一
成
さ
ん
と

付
き
合
い
の
長
い
常
連
客
が
多

い
。

Ｐ
Ｍ
５
・
鋤
ｌ
、
日
祝
休

理
。
▼
燕
京
（
言
醐
１
１
０
３
３
生

国
新
道
浜
側
）
中
国
料
理
。
Ｋ
Ｆ

Ｓ
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
い
つ
も
楽
し
み
。
▼
一
番

館
奇
跡
‐
６
１
５
’
阪
急
六
甲
山
側
東

へ
）
中
国
料
理
。
レ
モ
ン
ど
り

が
美
味
。
▼
六
甲
園
（
倉
叩
０
２

８
９
六
甲
新
道
）
焼
肉
。
タ
レ
は

天
下
一
品
。
▼
牛
昭
（
宥
叩
８
５

７
７
生
田
新
道
山
側
）
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
肉
料
理
。
牛
昭
鍋
が

絶
品
。
▼
み
か
げ
館
（
官
邸
２
‐

０
６
阪
急
御
影
南
へ
）
見
事
な
石
で

焼
く
但
馬
牛
と
明
石
網
の
魚
貝

類
。

蕊鞘蝿繊

う
ま
い
も
の
。
ベ
ス
ト
店

鶏
謬
舞
雛
濯
細
難
締
驚

織鍵識騨溌甥金一
蝦 夷 六 段

私がすすめる

☆
吾
作
八
ど
じ
ょ
う
料
理
Ｖ

中
央
区
元
町
２

宮
釧
ｌ
Ｏ
５
３
９

神
戸
で
は
唯
一
の
ど
じ
ょ
う

料
理
の
専
門
店
。
柳
川
鍋
、
ど

じ
ょ
う
か
ぱ
焼
な
ど
が
好
評
。

柳
川
鍋
三
○
○
円
、
一
四
○
○
円
、

ど
じ
ょ
う
か
ば
焼
六
○
○
円
、
二
○

○
円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
・
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｍ
、
第
一
、

二
、
三
木
曜
休

☆
蝦
夷
八
北
海
進
郷
土
料
理
Ｖ

三
宮
東
門
筋
東
門
会
館
１
Ｆ

宮
測
Ｉ
７
７
７
０

北
海
道
な
ら
で
は
の
料
理
と

珍
味
の
数
々
、
地
酒
が
味
わ
え

る
。
冬
場
に
は
毛
ガ
ニ
が
最
高

毛
ガ
一
一
五
○
○
○
円
ｌ
、
ル
イ
ベ
（
鮭

の
刺
身
）
、
石
狩
鍋
、
十
勝
鍋
各
一
二
○

○
円
。
Ｐ
Ｍ
５
１
狸
、
日
咽
休
（
祝
日

営
業
）

★
薩
摩
道
場
Ａ
九
州
薩
摩
料
理
Ｖ

中
央
区
中
山
手
通
１
１
４
１
あ

官
測
Ｉ
８
５
６
６

薩
摩
出
身
の
郷
原
達
人
氏
が

本
場
の
味
を
披
露
。
民
芸
調
の

落
ち
着
く
ユ
ニ
ー
ク
な
雰
固
気

豚
骨
一
二
○
○
円
、
き
び
な
ど
一
六
○

○
円
Ｐ
Ｍ
５
ｌ
略
無
休

☆
六
段
八
山
菜
料
理
Ｖ

中
央
区
琴
緒
町
５
‐
４
１
５

言
酬
Ｉ
Ｏ
４
０
６

四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
山
菜
が
お

ひ
た
し
や
あ
え
も
の
、
鍋
な
ど

お
い
し
く
味
わ
え
る
お
店
。

山
菜
定
食
一
一
五
○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｎ
・
釦

Ｉ
Ｐ
Ｍ
、
、
水
曜
体

六
甲
族
お
奨
め
の
店
を
中
心

に
選
び
ま
し
た
。
▽
高
千
穂
喬

迩
ｌ
４
８
８
８
生
田
警
察
南
）
寿
し
・

割
烹
。
宮
崎
出
身
の
生
ま
じ
め

な
主
人
と
、
神
戸
っ
子
で
美
人

の
奥
さ
ん
の
笑
顔
で
味
は
倍
加

▼
双
寿
喬
抑
１
８
１
５
９
ロ
ー
ズ
プ

ラ
ザ
ー
Ｆ
）
寿
し
・
割
烹
。
座
諏

託
あ
り
大
勢
で
気
易
く
。
▼
自

凝
（
茸
叩
１
２
５
７
４
六
甲
八
幡
神
社

南
前
）
決
め
手
は
タ
レ
に
あ
り
と

太
鼓
判
の
焼
鳥
屋
。
▼
六
五
寿

司
（
宙
叩
１
８
４
２
６
六
甲
店
衝
峨
Ｉ

５
０
’
５
甲
南
店
）
う
ま
く
て
安
い

と
評
判
。
▼
千
石
船
（
麓
卸
１
９

３
’
４
全
但
会
館
２
Ｆ
）
生
カ
ニ
料

☆
本
成
駒
家
八
す
し
Ｖ

中
央
区
三
宮
町
２
１
ｍ
１
７

面
知
１
３
２
３
６

創
業
昭
和
廻
年
。
現
在
は
三

代
目
が
皿
、
Ｉ
⑬
種
の
新
鮮
な
ネ

タ
を
芸
術
的
に
に
ぎ
る
。

Ａ
Ｍ
ｎ
・
釦
Ｉ
Ｐ
Ｍ
８
、
水
咽
休

☆
青
辰
八
あ
な
ど
ず
し
Ｖ

中
央
区
元
町
通
３
１
３
１
５

茸
知
１
３
４
３
５

あ
な
ご
寿
司
は
日
本
一
と
の

定
評
が
あ
る
店
。
昼
頃
に
は
品

切
れ
で
閉
店
す
る
。
急
げ
／
，

あ
な
ご
ず
し
一
九
○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｍ
ｌ
品

切
れ
ま
で
、
水
附
休
。
逝
話
で
予
約
を
。
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蔵武 竹葉亭撫璃古

”瀧・領蕊鍵：

１
６６
１

．
『
”
・
』

☆
栄
弥
八
す
し
・
天
ぷ
ら
・
ふ
ぐ
Ｖ

三
宮
神
社
東
側
茸
知
ｌ
５
７
７
２

さ
ん
ち
か
店
茸
湖
１
５
２
３
３

新
鮮
な
魚
を
、
生
か
し
た
板

前
料
理
。
特
に
ふ
ぐ
料
理
は
老

舗
。Ａ

Ｍ
ｎ
・
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
、
水
曜
体
（
さ
ん

ち
か
店
は
第
３
水
曜
の
み
体
）

味
の
豚
鰻
。
▼
老
祥
記
（
愈
測
Ｉ

７
７
‐
４
）
知
ら
ぬ
人
は
稚
い
店
。

今
流
行
の
西
宮
・
苦
楽
園
か

ら
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
。

▼
ヴ
ィ
ヴ
・
ラ
・
ジ
ョ
ワ
（
官
０

７
９
８
１
ｍ
１
３
８
０
５
）
若
い
パ
ワ

ー
の
味
が
楽
し
み
。
▼
プ
レ
キ

ャ
ト
ラ
ン
（
倉
０
７
９
８
‐
ね
’
７
３

３
６
）
フ
ラ
ン
ス
風
海
鮮
料
理
。

¥ 毒、弾

▼
ハ
イ
ウ

ト
ア
ロ
ー
ド
）

▼
孝
助
（
訓

町
近
く
）
加

▼
揚
子
江

ラ
ザ
）
味
噌

鍵

☆
藤
は
ら
八
天
ぷ
ら
Ｖ

中
央
区
元
町
通
３
１
６
１
Ｍ

宮
測
１
３
３
７
３

常
連
客
は
揃
っ
て
天
下
一
品

の
味
を
保
証
。
た
だ
し
店
主
は

へ
ん
こ
つ
を
自
負
し
て
い
る
。

一
人
前
一
○
○
○
○
円
よ
り
。
Ａ
Ｍ
ｕ
・

訓
１
２
Ｐ
Ｍ
４
・
鋤
１
８
、
日
休

う
ま
い
も
の
。
ベ
ス
ト
店

総
繍
羅
謹
聴
頬
手

蕊

織蕊鶴
謎

☆
天
ふ
じ
八
天
ぷ
ら
Ｖ

中
央
区
下
山
手
通
２
‐
ｍ
ｌ
型
大
企
ピ

ル
ー
Ｆ
宮
迎
１
３
６
３
０

材
料
の
新
鮮
さ
は
、
瀬
戸
内

な
ら
で
は
。
凝
っ
た
室
内
イ
ン

テ
リ
ア
。
個
性
的
な
味
わ
い
が

昼
の
定
食
二
五
○
○
円
、
天
井
一
五
○
○

円
、
お
ま
か
せ
コ
ー
ス
五
○
○
○
’
八
○

○
○
円
Ａ
Ｍ
ｕ
・
釦
Ｉ
Ｐ
Ｍ
２
Ｐ
Ｍ

５
１
Ｐ
Ｍ
９
日
陥
休

私がすすめる

▼
ペ
リ
ゴ
ー
ル
（
衝
Ｏ
７
９
８
ｌ
ｎ

ｌ
５
１
８
２
）
御
存
知
山
本
益
博

氏
推
奨
の
店
。

い
ず
れ
も
、
日
頃
「
美
味
し

い
」
と
喜
ん
で
い
る
店
ば
か
り

で
す
。

☆
千
代
寿
し
Ａ
す
し
Ｖ

中
央
区
三
宮
町
２
１
９
１
氾

茸
知
１
５
０
５
０

開
店
と
同
時
に
満
員
に
な
り

ネ
タ
が
切
れ
る
と
閉
店
に
な
る

遠
方
客
や
女
性
客
も
多
い
。

に
ぎ
り
一
人
前
一
五
○
○
円
（
九
個
）
、

Ａ
Ｍ
ｍ
・
訓
ｌ
品
切
日
月
曜
休

☆
天
助
八
す
し
Ｖ

中
央
区
中
山
手
通
１
ｉ
７
１
拓

茸
湖
１
２
０
７
３

「
ち
り
に
ぎ
り
」
は
逸
品
。
主

人
の
気
風
の
良
さ
も
人
気
。

ち
り
に
ぎ
り
四
五
○
円
ｌ
、
よ
せ
ま
き
二

五
○
円
ｌ
ｏ
Ｐ
Ｍ
４
・
鋤
ｉ
ｎ
日
休

☆
安
さ
ん

中
央
区
下
山
手
通
１
１
１

言
謝
－
２
１
０
７

神
一
戸
の
鮪
も
旨
い
ノ
．
と
実
感

で
き
る
店
。
諦
詮
表
さ
れ
て
明
る

く
な
っ
た
店
内
も
好
評
。

上
に
ぎ
り
二
○
○
○
円
、
盛
り
あ
わ
せ
寿

司
一
○
○
○
円
ｌ
お
好
み
で
、
お
刺
身
盛

合
せ
四
五
○
○
円
位
ｌ
Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ

２
日
曜
休

☆
酒
房
灘
八
和
定
食
．
飲
み
処
Ｖ

さ
ん
プ
ラ
ザ
店
言
鋤
１
１
５
４
１
１
２

姉
妹
店
／
さ
ん
ち
か
店
．
須
磨
パ
テ
ィ
オ

店
・
韮
寿
し

お
で
ん
。
焼
鳥
・
天
ぷ
ら
等

昼
定
食
は
好
評
。
灘
の
酒
も
そ

ろ
っ
て
い
る
。

天
ぷ
ら
盛
合
せ
定
食
六
○
○
円
、
冷
や
つ

こ
定
食
六
○
○
円
、
お
で
ん
八
○
’
二
五

○
円
、
一
品
料
理
三
六
○
円
ｌ
Ａ
Ｍ
ｍ

。
”
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
・
釦
第
三
月
休

☆
お
可
川
八
天
ぷ
ら
Ｖ

中
央
区
北
野
町
１
丁
目
５
１
畑

官
型
１
３
５
１
１

町
並
み
を
見
降
ろ
し
な
が
ら

の
お
座
敷
天
ぷ
ら
は
景
色
、
味

と
も
に
抜
群
。

天
ぷ
ら
コ
ー
ス
八
○
○
○
円
よ
り
。

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９

ま
ず
初
め
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
と
共
に
食
の
街
で
も
あ
る
神

一
戸
か
ら
。

▼
新
愛
園
（
茸
郵
－
０
９
２
４
中
央

区
ト
ァ
ロ
ー
ド
裏
）
▼
群
愛
飯
店
（
茸

認
－
１
９
７
２
中
央
区
鯉
川
筋
）
両
店

共
、
中
国
の
客
が
多
い
。
▼
ド

ン
ナ
ロ
イ
ヤ
（
宮
知
ｌ
７
１
５
８
中

央
区
元
町
大
丸
裏
明
海
ピ
ル
）
イ
タ
リ

ア
そ
の
ま
ま
の
味
。

エ
イ
（
茸
測
１
７
６
２
２

西
洋
料
理
の
老
舗
。

－
１
８
９
４
中
央
区
加
納

年
通
っ
て
い
る
店
。

（
弧
ｌ
５
６
５
７
さ
ん
プ

、
理
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和蘭陀屋

形や裕久

☆
武
蔵
八
と
ん
か
つ
Ｖ

セ
ン
タ
ー
街
２
丁
目
貧
鋤
ｌ
０
６
３
４

さ
ん
プ
ラ
ザ
店
貢
鋤
１
２
４
２
７

と
ん
か
つ
一
筋
の
店
。
材
料

揚
げ
加
減
に
、
老
舗
の
味
が
あ

る
。八

本
店
Ｖ
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
７
・
釦
水
休

八
支
店
Ｖ
Ａ
Ｍ
ｕ
・
釦
Ｐ
Ｍ
８
月
晒
休

☆
味
ど
こ
ろ
〃
撫
璃
古
″

滋
区
新
在
家
北
町
１
丁
目
１
１
杷

宮
帥
１
９
５
５
５

自
家
養
殖
か
ら
調
理
ま
で
の

一
貫
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
鰻
と
す

つ
ぼ
ん
で
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
を

鰻
蒲
焼
定
食
二
五
○
○
円
、
鰻
せ
い
ろ
蕪

一
八
○
○
円
’
二
二
○
○
円
、
す
っ
ぼ
ん

コ
ー
ス
七
○
○
○
円
、
Ａ
Ｍ
ｎ
・
釦
Ｉ
Ｐ

Ｍ
、
年
中
無
休

☆
ま
め
田

三
宮
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
ピ
ル
Ｂ
１

茸
鋤
ｌ
７
８
１
５

じ
っ
く
り
煮
込
ま
れ
た
お
で

ん
と
ぶ
厚
い
ス
ズ
の
ぐ
い
呑
み

で
飲
む
酒
は
最
高
の
コ
ン
ビ
／
，

お
で
ん
一
品
Ⅷ
円
ｌ
、
お
で
ん
定
食
伽
円

魚
定
食
加
円
（
昼
の
み
）
Ａ
Ｍ
ｎ
ｉ
Ｐ
Ｍ

１
、
Ｐ
Ｍ
４
１
ｍ
、
第
１
．
２
日
雌
・
節

３
月
曜
休

☆
竹
葉
亭
Ａ
う
な
ぎ
Ｖ

中
央
区
北
長
狭
通
１
１
１
１
１

宮
剰
Ｉ
１
１
２
０

阪
急
三
宮
駅
高
架
下
に
あ
る

う
な
ぎ
の
名
店
。
う
な
ぎ
な
ら

こ
こ
と
い
う
フ
ァ
ン
も
多
い
。

か
ば
焼
一
一
○
○
○
円
、
三
○
○
○
円
。
五

○
○
○
円
。
日
本
料
理
各
種
七
○
○
○
円

ｌ
Ａ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
年
中
無
休

鍵

☆
和
蘭
陀
屋
八
串
か
つ
Ｖ

山
央
区
下
山
手
通
２
１
加
１
６

茸
測
１
０
２
３
０

肉
、
魚
貝
、
野
菜
、
果
物
と

何
で
も
揚
げ
る
。
妬
種
類
の
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
が
楽
し
め
る
店
。

１
叩
五
○
’
四
○
○
円
。
Ｐ
Ｍ
５
１
ｎ
、

日
曜
休

☆
さ
大
言
ｂ
も
大
言
ｂ
八
串
か
つ
Ｖ

中
央
区
三
宮
町
さ
ん
プ
ラ
ザ
Ｂ
１

茸
鋤
１
５
６
１
９

ｍ
人
で
満
員
の
小
さ
な
店
。

季
節
の
材
料
を
い
か
し
た
細
や

か
な
味
が
好
評
。
酒
も
豊
富
だ

両
手
コ
ー
ス
（
串
か
つ
、
種
類
）
一
五
○

○
円
、
Ｐ
Ｍ
５
１
９
、
月
吸
休

☆
鍵
八
串
か
つ
Ｖ

中
央
区
中
山
手
通
１
１
４
１
加

茸
鋤
ｌ
３
４
３
８

大
阪
の
串
か
つ
知
留
久
の
秘

伝
を
う
け
た
店
。
民
芸
風
の
店

内
に
は
古
い
鍵
が
並
ん
で
い
る

１
串
魚
貝
類
一
○
○
円
’
四
○
○
円
ｌ

コ
ー
ス
四
五
○
○
円
程
度
。
Ｐ
Ｍ
５
１
ｍ

第
１
．
２
．
３
火
曜
休

☆
呂
路
八
と
ん
か
つ
Ｖ

中
央
区
三
宮
町
２
１
５
１
Ⅲ

官
醐
１
２
２
３
７

と
ん
か
つ
の
他
に
、
豚
の
へ

し
肉
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
シ

ュ
ー
マ
イ
の
味
も
格
別
。

と
ん
か
つ
定
食
（
ヘ
レ
、
ロ
ー
ろ
各
一

四
○
○
円
、
シ
ュ
ー
マ
イ
定
食
七
○
○
円

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
、
火
曜
休

☆
串
乃
家
新
道
店
八
串
か
つ
Ｖ

中
央
区
下
山
手
通
３
１
加
－
８

宮
狸
ｌ
Ｏ
２
６
０

山

鮮
魚
と
季
節
の
野
菜
を
中
心

に
釦
種
類
以
上
の
串
か
つ
が
食

べ
ら
れ
る
。
お
昼
に
は
定
食
も

Ａ
Ｍ
ｎ
・
訓
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
、
Ｐ
Ｍ
５
１
ｍ

（
日
剛
は
Ｐ
Ｍ
３
１
Ｐ
Ｍ
９
）
、
月
暇
休

蕊

１
６７
１

まめだ

☆
烏
光
八
焼
と
り
Ｖ

さ
ん
プ
ラ
ザ
店
酋
釧
－
６
９
４
８

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
店
茸
鋤
１
３
６
９
６

た
れ
自
慢
の
焼
と
り
に
香
り

の
よ
い
樽
酒
が
よ
く
合
う
。

刺
身
五
五
○
円
、
串
焼
三
○
○
円
。
Ａ
Ｍ

ｕ
・
鋤
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
・
卯
、
第
１
．
３
月

晒
休

☆
ト
リ
ド
リ
ハ
欧
風
焼
鳥
Ｖ

中
央
区
北
長
狭
通
２
１
５
１
１

タ
イ
シ
ン
サ
ン
セ
ッ
ト
ピ
ル
２
ｒ

宮
鋤
１
３
０
２
８

レ
モ
ン
、
胡
淑
、
塩
を
主
体

に
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
、
カ
レ
ー
な

ど
を
う
ま
く
ア
レ
ン
ジ
し
た
味

が
幅
広
く
受
け
て
い
る
。

ト
リ
ド
リ
コ
ー
ス
二
三
○
○
円
。
Ｐ
Ｍ
５

１
ｍ
、
月
曜
休

☆
山
形
や
裕
久
八
焼
き
と
り
Ｖ

東
灘
区
本
山
北
町
３
１
，

宮
噸
１
２
９
０
５

凝
り
性
の
ご
主
人
が
選
ん
だ

古
陶
器
の
逸
品
で
、
季
節
の
風

味
が
楽
し
め
る
。
民
芸
調
の
店

焼
鳥
コ
ー
ス
（
皮
・
ズ
リ
・
ね
ぎ
身
・
ミ

ン
チ
・
野
菜
２
種
類
）
・
釜
め
し
各
種
、

他
に
季
節
の
野
島
料
理
。
Ｐ
Ｍ
５
・
ｍ
Ｉ

ｍ
・
叩
月
曜
休
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奇
０
７
９
７
１
”
１
７
１
７
４
割
園
耐
‐

春
日
町
）
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
つ

放
し
に
朱
塗
り
の
カ
ウ
ン
タ

ー
。
色
の
気
配
り
が
感
じ
ら
れ

る
。
昼
の
コ
ー
ス
－
８
０
０
円

か
ら
。
▼
グ
ー
ニ
ー
北
野
（
官

血
１
２
５
６
２
結
推
め
は
ウ
ニ
の

ス
ー
プ
▼
西
神
戸
牡
丹
園
（
容

師
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
５
）
主
人
の
推
奨
店
。

牡
丹
園
発
祥
の
地
。
１
人
５
０

０
０
円
で
８
品
の
コ
ー
ス
が
。

☆
備
長
八
炭
火
焼
鳥
Ｖ

中
央
区
北
長
狭
通
１
１
２
１
吃

宮
麺
－
２
３
７
１

和
風
の
イ
ン
テ
リ
ア
、
備
長

炭
火
、
各
地
の
地
酒
、
小
さ
い

な
が
ら
も
本
格
派
志
向
。

、
串
コ
ー
ス
一
八
○
○
円
旬
の
コ
ー
ス

三
二
○
○
円
２
串
三
○
○
’
五
○
○
円

地
酒
（
グ
ラ
ス
）
五
○
○
円
Ｐ
Ｍ
５
１

辺
年
中
無
休

☆
た
ち
ば
な
八
た
こ
焼
Ｖ

三
宮
セ
ン
タ
ー
街
３
丁
目

官
知
Ｉ
Ｏ
５
７
２

本
場
明
石
の
た
こ
を
毎
朝
魚

河
岸
の
専
門
店
か
ら
届
け
さ
せ

金
泊
が
乗
っ
て
い
る
の
が
三

女
性
が
気
軽
に
行
け
て
、
美

味
し
い
お
店
を
、
い
く
つ
か
選

ん
で
み
ま
し
た
。
▼
武
寿
し

（
宮
却
Ｉ
Ｏ
６
７
８
元
町
１
１
３
）

並
ん
で
待
つ
甲
斐
の
あ
る
店
。

昼
の
上
に
ぎ
り
１
２
０
０
円
。

▼
花
み
か
げ
昏
睡
ｌ
１
７
７
７
御

影
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
）
お
昼
の
懐
石

が
評
判
。
▼
志
乃
昏
矧
１
７
６

８
６
三
宮
北
長
狭
通
１
１
釦
１
２
）
雰

囲
気
よ
し
味
よ
し
。
昼
の
点
心

焼
三
菜
（
宮
湖
１
３
０
４

★
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

ハ
ス
カ
イ
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｖ

中
央
区
京
町
あ

面
矧
１
８
１
１
１

ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の
ロ

ー
ス
ト
ピ
ー
フ
は
絶
品
。
カ
ッ

プ
ル
で
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

の
食
事
に
最
適
。

ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
デ
ィ
ナ
ー
（
金
の
み
）

一
二
○
○
○
円
、
魚
の
フ
ル
コ
ー
ス
（
土

の
み
）
一
二
○
○
○
円
、
洋
風
会
席
一

○
○
○
○
円
、
正
午
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
、
Ｐ
Ｍ

５
１
ｍ

☆
鰯
皮
（
あ
ら
が
わ
）
八
ス
テ
ー
キ
Ｖ

中
央
区
中
山
手
通
２
１
順
ｌ
畑

宮
湖
１
８
５
４
７

指
定
農
家
で
牛
を
圭
目
て
、
そ

の
仔
牛
肉
を
備
長
炭
で
焼
く
。

神
戸
ス
テ
ー
キ
の
老
舗
。

ヒ
レ
あ
ら
皮
ス
テ
ー
キ
一
二
○
○
○
円
、

サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
一
四
○
○
円
。

正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
３
、
Ｐ
Ｍ
５
１
皿

｜
ク
｡

貝
類
が
美
味
し
い
お
好
み
焼
。

は
２
５
０
０
円
。

１
浜
側
）

私がすすめる

う
ま
い
も
の
・
ベ
ス
ト
店

蕊
慧
肺
鍾
戦
蕊

中
国
野
菜
と
豊
富
な
魚

て
い
る
。
サ
ン
プ
ラ
ザ
店
も
あ

る
。

た
こ
焼
一
人
前
四
五
○
円
、
定
食
五
○
○

円
（
平
日
の
み
）
ｃ
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
・

鋤
水
咽
休

☆
蛸
の
壷
八
た
こ
焼
Ｖ

中
央
区
三
宮
町
３
‐
５
１
９

宮
鋤
ｌ
ｌ
Ｏ
３
３

ふ
ん
わ
り
焼
き
上
が
っ
た
た

ク
ー
ピ
ン

テ
」
焼
は
こ
こ
の
名
物
。
大
餅
、

パ
オ
ピ
ン

包
餅
な
ど
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理

た
こ
焼
四
五
○
円
、
包
餅
四
五
○
円
、
五

目
焼
五
五
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
・
鎧
Ｉ
Ｐ
Ｍ

、
、
無
休

▼
ボ
ン
・
モ
ル
ソ
ー

▼
御
香
野
味

０
元
町
本
通

能

名
物
フ
カ
ヒ
レ
の
丸
ご
と
煮
き

は
要
予
約
。

ち
ょ
っ
と
高
い
が
美
味
し
い

店
は
▼
大
槻
（
宵
知
１
７
８
３
’
）

寿
し
。
▼
但
馬
喬
池
１
５
２
０
３
）

ス
テ
ー
キ
。
▼
緊
景
園
喬
池
Ｉ

５
２
０
２
）
中
華
料
理
。

鱗☆
能
八
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
Ｖ

中
央
区
中
山
手
通
１
１
泌

言
ｍ
ｌ
Ｏ
１
６
８

一
人
で
も
気
軽
に
食
べ
ら
れ

る
本
格
的
牛
し
や
ぶ
店
。
能
舞

台
を
思
わ
せ
る
内
装
が
新
鮮
。

昼
／
牛
し
や
ぶ
ラ
ン
チ
・
冷
し
や
ぶ
ラ
ン

チ
九
八
○
円
、
夜
／
牛
し
や
ぶ
コ
ー
ス

二
三
○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｎ
ｌ
Ｐ
Ｍ
３
Ｐ

Ｍ
４
１
ｕ
、
火
凧
休

☆
お
も
川
八
炭
焼
ス
テ
ー
キ
Ｖ

中
央
区
北
長
狭
通
１
１
９
１
Ｗ

麓
測
－
６
２
５
２

新
谷
英
子
’
さ
ん
作
の
レ
リ
ー

フ
や
内
装
が
豪
華
な
ヨ
ー
ロ
ピ

ァ
ン
ム
ー
ド
で
本
格
的
な
肉
を

デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス
八
○
○
○
円
。
Ａ
Ｍ

ｕ
・
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
・
釦
、
節
１
，
３
月

恥
休

☆
み
そ
の
八
ス
テ
ー
キ
Ｖ

中
央
区
北
長
狭
通
１
‐
７
１
６

宮
釧
ｉ
２
８
９
０

鉄
板
焼
き
の
元
祖
と
も
い
え

る
店
。
厚
い
鉄
板
で
焼
き
あ
げ

た
ス
テ
ー
キ
は
最
高
の
う
ま
さ

ス
テ
ー
キ
皿
ｇ
’
○
五
○
○
円
、
特
選

ス
テ
ｉ
キ
狐
ｇ
一
二
○
○
○
円
。
Ａ
Ｍ

ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
、
Ｐ
Ｍ
５
１
ｍ
ｏ
無
休

蛸の壷

１
６８
１

癖
蕊
蕊
識
蝋

輪
神戸ﾋ ｰ ﾜ
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も神戸館

奮
鋤
１
２
９
５
５

且
堅
尚
の
神
一
戸
ビ
ー
フ
を
独
特

の
タ
レ
で
味
わ
え
る
。
ス
タ
ッ

フ
全
員
女
性
で
暖
か
い
雰
囲
気

ヒ
レ
八
○
○
○
円
、
ロ
ー
ス
九
○
○
○
円

耐
ｇ
ヨ
リ
）
オ
マ
ー
ル
海
老
八
○
○

○
円
、
肉
サ
シ
三
○
○
○
円
ヨ
リ
、
Ｐ
Ｍ

５
１
Ｐ
Ｍ
９
日
祝
休

斗
グ
リ
ル
Ａ
１
八
ス
テ
ー
キ
Ｖ

神
戸
店
／
中
央
区
下
山
手
通
２
１
３
１

５官
訓
１
８
９
３
２
、
新
道
店
／
下
山
手

通
２
１
羽
１
５
宮
測
１
８
６
７
６
、
シ

ョ
ー
ト
リ
プ
／
北
長
狭
通
１
１
弱
ｌ
お

宮
醜
１
６
２
２
９

ス
テ
ー
キ
の
分
厚
さ
と
は
し

を
使
っ
て
気
楽
に
食
べ
れ
る
家

庭
的
雰
囲
気
が
売
物
。

ヒ
レ
ス
テ
ー
キ
四
四
○
○
円
、
ス
テ
ー

キ
セ
ッ
ト
五
五
○
○
円
。
Ｐ
Ｍ
４
１
Ａ

Ｍ
１
（
新
道
店
は
Ｐ
Ｍ
３
１
ｎ
）
、
水
休

（
シ
ョ
ー
ト
リ
ブ
は
月
休
）

グリル青山
鱗

１
６９
１

鱗

六 段

☆
コ
ウ
ベ
ス
テ
ー
キ八

ス
テ
ー
キ
Ｖ

中
央
区
加
納
町
４
１
３
１
３

茸
訓
１
２
５
８
１

吟
味
●
さ
れ
た
三
田
、
松
阪
産

の
牛
肉
と
加
日
も
か
け
て
作
る

デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
が
特
徴
。

特
選
神
戸
肉
ス
テ
ー
キ
六
○
○
○
円
、

松
阪
ス
テ
ー
キ
一
○
○
○
○
円
、
コ
ー
ス

七
五
○
○
円
ヨ
リ
、
Ａ
Ｍ
ｕ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
３
、

Ｐ
Ｍ
４
・
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
無
休

☆
六
段
八
ス
テ
ー
キ
Ｖ

中
央
区
元
町
通
３
１
８
‐
４

画
知
１
２
１
０
８

良
質
の
肉
を
炭
火
で
焼
き
上

げ
た
ス
テ
ー
キ
は
美
味
し
い
上

に
安
い
と
好
評
。

ス
テ
ー
キ
ラ
ン
チ
一
七
○
○
円
、
ス
テ

ー
キ
コ
ー
ス
四
五
○
○
円
よ
り
。
Ａ
Ｍ

ｎ
・
妬
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９
第
１
．
３
水
暇
日
休

加
店
を
選
ぶ
の
は
至
難
の
技

で
す
。
念
の
た
め
予
約
を
。
▼

ジ
ャ
ン
・
ム
ー
ラ
ン
昏
醜
１
４

‐
８
８
北
野
町
３
）
瀬
戸
内
の
魚
や

関
西
風
の
素
材
を
も
取
り
こ
ん

で
。
▼
セ
プ
ド
ー
ル
喬
加
１
３

４
０
０
中
山
手
通
１
）
そ
の
日
の
素

材
に
応
じ
て
デ
ィ
ッ
シ
ュ
に
盛

る
ビ
ス
ト
ロ
。
▼
グ
ー
ニ
ー
北

野
喬
沌
１
２
５
６
２
）
日
本
人
の

舌
を
熟
知
し
た
メ
ニ
ュ
ー
。
▼

エ
ス
カ
ル
ゴ
ａ
ｌ
５
０
３
４
－
一
一
宮

本
通
）
神
戸
の
西
洋
料
理
の
草
分

け
。
▼
新
愛
園
３
－
０
９
２
４
中

央
区
ザ
ン
セ
ッ
ト
通
り
を
鯉
川
筋
束
へ
）

中
国
下
町
風
雰
囲
気
。
▼
東
亜

ん

☆
も
ん
八
ス
テ
ー
キ
Ｖ

中
央
区
北
長
狭
通
２
１
吃
ｌ
旭

回
鋤
ｌ
Ｏ
３
７
２

び
ふ
て
き

〃
美
婦
貞
奇
″
の
看
板
と
西
洋

骨
董
を
飾
っ
た
店
内
。
豊
富
な

メ
ニ
ュ
ー
を
手
頃
に
味
わ
え
る

網
焼
神
戸
肉
ス
テ
ー
キ
ロ
ー
ス
三
八
○

○
円
、
ヘ
レ
四
○
○
○
円
、
と
ん
か
つ

定
食
一
四
○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９
・

釦
、
第
１
．
２
．
３
火
曜
休

☆
れ
ん
が
亭
八
ス
テ
ー
キ
Ｖ

中
央
区
下
山
手
通
２
１
５
１
５

酋
獅
－
７
１
６
８

最
高
級
の
神
戸
肉
を
独
特
の

和
紙
を
用
い
て
鉄
板
で
焼
き
あ

げ
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
女
性

超
特
選
ロ
ー
ス
一
一
一
一
一
○
○
○
円
、
ロ
ー

ス
九
○
○
○
円
、
超
特
選
ヒ
レ
二
二
○

○
○
円
。
平
日
Ａ
Ｍ
ｕ
・
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
２

・
釦
、
Ｐ
Ｍ
５
１
９
日
祝
日
Ａ
Ｍ
哩
Ｉ

Ｐ
Ｍ
４
、
Ｐ
Ｍ
５
１
９

☆
グ
リ
ル
一
員
山
八
ス
テ
ー
キ
Ｖ

中
央
区
下
山
手
遍
２
‐
Ｍ
ｌ
５

倉
鋤
１
４
８
５
８

良
質
の
神
一
戸
ビ
ー
フ
に
醤
油

を
ベ
ー
ス
に
し
た
タ
レ
が
美
味

家
庭
的
な
雰
囲
気
と
サ
ー
ビ
ス

青
山
定
食
Ａ
四
二
○
○
円
（
ミ
ニ
ッ
ッ

ス
テ
ー
キ
コ
ー
ス
）
、
Ｂ
六
三
○
○
円

（
ス
テ
ー
キ
コ
ー
ス
）
Ａ
Ｍ
ｎ
・
釦
Ｉ
Ｐ

Ｍ
加
年
末
年
始
休

☆
い
か
り
や
八
ビ
フ
テ
キ
Ｖ

中
央
区
北
長
狭
通
１
１
副
ｌ
巧

言
鋤
ｌ
４
１
６
１

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
芸
風
の
店
内

カ
ウ
ン
タ
ー
の
長
い
鉄
板
で
焼

く
肉
は
ワ
イ
ン
に
よ
く
あ
う
。

サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
加
ｇ
四
五
○
○

円
、
ア
ワ
ビ
の
ス
テ
ー
キ
四
五
○
○
円
。

平
日
Ｐ
Ｍ
３
１
ｍ
、
日
祝
日
正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ

ｍ
、
第
一
、
二
、
三
木
曜
休

☆
神
戸
館

中
央
区
下
山
手
通
２
１
２
１
９
ア
マ
ツ

ビ
ル
－
Ｆ

食
堂
（
茸
測
－
０
４
８
８
鯉
川
筋
生
田

新
道
交
差
点
北
）
家
庭
料
理
風
中

華
。
特
に
お
粥
は
絶
品
。
▼
マ
ラ

ケ
ッ
シ
ュ
（
茸
加
１
３
４
４
０
中
山

手
通
１
）
本
格
的
モ
ロ
ッ
コ
料

理
。
▼
ワ
ン
タ
イ
喬
塑
１
２
５
０

７
異
人
館
通
）
タ
イ
料
理
の
本
格

派
。
料
理
に
よ
っ
て
は
辛
さ
抜

群
な
の
で
確
か
め
る
必
要
あ

り
。
▼
し
げ
松
曾
鉦
１
２
２
８

５
）
包
丁
の
冴
え
が
直
接
感
じ

ら
れ
る
カ
ウ
ン
タ
ー
割
烹
。
▼

花
れ
ん
こ
ん
香
測
ｌ
６
４
３
９
山

本
通
２
）
ア
イ
デ
ア
豊
か
な
割

烹
。
若
い
女
性
や
カ
ッ
プ
ル
に

も
て
て
い
る
。
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☆
ピ
エ
ー
ル
ハ
プ
ラ
ッ
セ
リ
ー
Ｖ

中
央
区
北
野
町
２
１
８
１
９

茸
沌
Ｉ
Ｏ
Ｏ
５
５

お
し
ゃ
れ
な
デ
イ
ト
に
神
一
戸

ビ
ー
フ
の
ス
テ
ー
キ
を
、
安
く

美
味
し
く
味
わ
え
る
最
高
の
店

ヒ
レ
ス
テ
ー
キ
剛
ｇ
に
つ
き
四
五
○
○

円
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ハ
ン
バ
ー
グ
一
五
○

○
円
、
昼
ラ
ン
チ
コ
ー
ス
ニ
○
○
○
円

Ａ
Ｍ
ｍ
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｕ
第
３
月
凧
休

★
神
一
戸
す
て
Ｉ
き
桜
井

中
央
区
港
島
中
町
６
１
Ｍ
ポ
ー
ト
ピ
ア

プ
ラ
ザ
茸
如
１
３
９
０
１

ポ
ー
ァ
イ
で
数
少
な
い
本
格

的
ス
テ
ー
キ
の
店
。
来
神
し
た

芸
能
人
の
間
で
も
評
判
の
店
。

昼
の
ミ
ニ
コ
ー
ス
三
三
○
○
円
、
ラ
ン
チ

一
八
○
○
円
ｌ
デ
ィ
ナ
ー
四
五
○
○
ｌ

Ａ
Ｍ
ｎ
・
鋤
Ｉ
Ｐ
Ｍ
２
・
鋤
、
Ｐ
Ｍ
５

１
９
・
釦

☆
囲
腫
裏
五
事
八
ス
テ
ー
キ
Ｖ

中
央
区
元
町
通
３
１
Ｍ
１
１

茸
鞭
１
３
２
０
１

炭
焼
の
ス
テ
ー
キ
が
自
慢
。

民
芸
調
の
本
格
的
な
つ
く
り
に

心
が
和
む
。
値
段
も
手
頃
。

五
事
定
食
一
一
一
八
○
○
円
、
特
選
ス
テ
ー
キ

六
五
○
○
円
、
五
歌
風
ス
テ
ー
キ
五
五
○

○
円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
・
釦
Ｉ
Ｐ
Ｍ
３
、
Ｐ
Ｍ
５

ｌ
Ｐ
Ｍ
９
水
曜
休

☆
ス
テ
ー
キ
花

中
央
区
布
引
町
４
Ｉ
２
１
７
神
戸
花
ホ

テ
ル
Ｂ
１
Ｆ
宮
測
１
１
０
８
７

三
ノ
宮
駅
か
ら
歩
い
て
一
分

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が
嬉

し
い
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
。

コ
ー
ス
六
○
○
○
円
、
八
○
○
○
円
。
ラ

ン
チ
一
五
○
○
円
、
二
○
○
○
円
、
三
九

○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｎ
・
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
・
釦
、

Ｐ
Ｍ
５
１
９
・
鋤
年
中
無
休

☆
和
黒
八
あ
ぶ
り
肉
工
房
Ｖ

中
央
区
中
山
手
通
１
１
浬
１
個
ヒ
ル
サ

イ
ド
テ
ラ
ス
宮
塑
ｌ
Ｏ
６
７
８

但
馬
の
黒
牛
、
し
か
も
選
び

ぬ
か
れ
た
牝
の
三
歳
牛
だ
け
を

あ
ぶ
る
が
如
く
焼
き
あ
げ
ま
す

ロ
ー
ス
セ
ッ
ト
、
ヘ
レ
セ
ッ
ト
各
八
五
○

○
円
。
お
ま
か
せ
コ
ー
ス
一
○
○
○
○
円

ア
ラ
カ
ル
ト
四
○
○
○
円
前
後
。
Ａ
Ｍ
狸

Ｉ
Ｐ
Ｍ
９
．
釦
年
中
無
休

☆
ス
テ
ー
キ
伊
藤

中
央
区
御
幸
通
７
１
１
‐
加
（
大
信
ビ
ル

８
Ｆ
）
宮
唖
１
３
０
３
１

ス
テ
ー
キ
の
社
交
場
。
ワ
イ

ン
の
香
り
と
肉
の
う
ま
さ
に
語

ら
い
も
弾
む
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス

お
昼
の
ス
テ
ー
キ
定
食
二
五
○
○
円
、
車

え
び
と
肉
の
ミ
ッ
ク
ス
コ
ー
ス
七
○
○

○
円
。
Ａ
Ｍ
ｎ
・
鋤
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
・
釦
、
Ｐ

Ｍ
５
１
９
・
釦
年
中
無
休

黒和

☆
み
か
げ
館

東
灘
区
御
影
町
猿
の
前
１
４
３
６
に
し

む
ら
瑚
誹
御
影
店
２
Ｆ
宮
剛
１
２
１
０
６

鉄
板
焼
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん

で
、
最
高
の
神
戸
肉
を
自
分
の

手
で
好
み
に
焼
く
自
由
感
覚
。

コ
ー
ス
五
○
○
○
円
、
六
○
○
○
円
、
し

や
ぷ
し
や
蕊
五
○
○
○
円
、
ラ
ン
チ
一
八

○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
、
Ｐ
Ｍ
５
１

９
．
鋤
年
中
無
休

白瀬

慾

☆
ス
テ
ー
キ
房
泊
瀬
川

中
央
区
三
宮
町
２
１
９
－
３

倉
知
１
６
５
１
６

精
選
さ
れ
た
神
戸
肉
と
落
ち

着
い
た
民
芸
調
の
造
り
の
店
。

魚
貝
料
理
も
あ
る
（
要
予
約
）
。

ス
テ
ー
キ
三
千
’
九
千
円
、
コ
ー
ス
三
五

○
○
円
’
八
千
円
、
ラ
ン
チ
二
千
円
。

Ａ
Ｍ
ｎ
・
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
３
、
５
１
９
月

唯
休☆

ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

中
央
区
北
長
狭
通
１
１
２
１
３
一
一
鶴
寿

司
ピ
ル
３
Ｆ
官
迩
１
６
６
８
５

厳
選
し
た
材
料
に
よ
る
本
格

的
メ
ニ
ュ
ー
。
完
壁
な
サ
ー
ビ

ス
で
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
。

ラ
ン
チ
一
二
○
○
円
１
．
デ
ィ
ナ
ー
五
○

○
○
円
１
、
神
戸
牛
ス
テ
ー
キ
六
○
○
○

円
ｌ
肉
さ
し
二
八
○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ

Ｍ
２
Ｐ
Ｍ
５
１
ｍ

ステーキ伊藤

園奔

ｌ
７０
ｉ

撰両

蝿譲る
☆
大
井
肉
店
八
神
戸
肉
Ｖ

中
央
区
元
町
７

言
矧
１
１
０
１
１

神
一
戸
ビ
ー
フ
を
扱
っ
て
百
年

余
り
。
肉
の
味
噌
漬
や
佃
煮
の

お
み
や
げ
品
も
あ
る
。

ス
テ
ー
キ
八
○
○
○
円
よ
り
、
し
や
ぷ
し

や
墓
六
○
○
○
円
、
す
き
焼
五
○
○
○
円

正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９
日
曜
休

☆
山
三
ッ
輸
八
料
亭
Ｖ

中
央
区
中
山
手
通
５
１
２
１
加

宮
洲
ｌ
ｌ
Ｏ
３
８

料
理
は
筋
の
い
い
も
の
を
き

ち
ん
と
手
掛
け
て
、
帥
年
の
伝

統
。す

き
や
き
・
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
七
○
○
○

円
、
懐
石
一
二
○
○
○
円
よ
り
。
正
午
ｌ

Ｐ
Ｍ
ｍ
無
休

☆
い
ろ
り
や

中
央
区
北
野
町
３
‐
１
１
別

倉
矧
１
６
７
７
７

グ
ル
ー
プ
で
神
戸
肉
の
す
き

焼
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
民
芸
調

の
暖
か
い
家
族
的
雰
囲
気
。

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
す
き
や
き
四
一
○
○
円

お
座
敷
ス
テ
ー
キ
四
五
○
○
円
、
正
午
Ｉ

Ｐ
Ｍ
、
、
年
末
年
始
の
み
体

大井肉店

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



材料
①
卵
、
だ
し
汁
、
み
り
ん
、
さ
と
う
を

と
き
ほ
ぐ
し
て
お
く
。

②
野
菜
類
は
全
部
細
い
線
切
り
に
し
、

か
に
は
ほ
ぐ
し
て
油
で
妙
め
て
、
う

す
い
塩
味
を
つ
け
る
。

③
②
の
な
か
に
、
卵
を
加
え
て
半
熟
状

態
に
し
て
、
卵
焼
、
ま
た
は
、
天
板

に
入
れ
焼
き
上
げ
て
、
切
り
わ
け
る
。

ミヨード卵･ 光慧の

たまごくQQK I N q oⅢ

卵
４
個
、
み
り
ん
大
さ
じ
蝿
、
さ
と
う

大
さ
じ
半
分
、
か
に
か
ま
ぽ
こ
印
ｇ
、

し
い
た
け
１
１
２
枚
、
人
参
釦
ｇ
、
キ

ヌ
サ
ヤ
釦
ｇ
、
油
少
々
、
だ
し
卵
鱒

塩
少
々
。

作り方

た
ま
ご
エ
プ
ロ
ン
メ
モ

ヨ
ー
ド
卵
光
っ
て
な
あ
に
？

☆
褐
色
の
硬
い
カ
ラ
、
鮮
や
か
な

黄
身
、
こ
れ
は
自
然
な
ヨ
ー
ド
を

た
っ
ぷ
り
含
ん
だ
良
質
な
飼
料
を

食
べ
た
ニ
ワ
ト
リ
か
ら
生
ま
れ
た

卵
だ
け
の
も
の
。
ヨ
ー
ド
卵
光
は

普
通
卵
の
約
加
倍
も
の
良
質
な
ヨ

ー
ド
が
含
ま
れ
て
い
る
ヘ
ル
シ
ー

エ
ッ
グ
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
血

圧
が
気
に
な
る
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
お
兄
さ

ん
の
ス
タ
ミ
ナ
ア
ッ
プ
、
お
姉
さ

ん
の
美
容
と
健
康
に
、
さ
ら
に
ヨ

ー
ド
が
特
に
必
要
な
育
ち
盛
り
の

子
供
や
妊
婦
に
も
ヨ
ー
ド
卵
光
は

お
役
に
立
ち
ま
す
。
最
近
の
栄
養

学
会
で
抗
ガ
ン
作
用
の
あ
る
こ
と

も
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

諒則記■唱琢裳型§鰹 b ，悪 :

画 5 本農産工業

料理指導社団法人兵庫県食生活改善協会
率務局長金谷滋子

カメラ松原卓也

7１

写真右ふくさ焼・左冷やし茶碗むし
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迫
る
危
機
感
が
魅
力
の

〃
女
優
″
と
い
う
仕
事

酒井澄夫

麻実れい

申堂生

ＶＳ．

霧演出家〉

蕊織
機"

酒
井
南
座
（
京
都
）
の
「
マ
ク
ベ
ス
」

を
見
て
い
て
思
っ
た
ん
だ
け
ど
も
、
や

っ
ぱ
り
女
ら
し
さ
を
良
く
表
現
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

麻
実
ジ
ャ
イ
ル
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
（
イ

ギ
リ
ス
の
演
出
家
）
と
の
出
会
い
が
す

ご
く
勉
強
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。

タ
カ
ラ
ヅ
カ
を
卒
業
し
て
以
来
、
自
分

の
わ
か
ら
な
か
っ
た
い
ろ
ん
な
部
分
を

う
ま
く
引
き
出
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感

謝
し
て
る
ん
で
す
。
と
に
か
く
彼
の
演

出
は
非
常
に
て
い
ね
い
で
、
東
京
・
大

阪
・
京
都
と
場
所
が
変
わ
る
た
び
に
一

か
ら
つ
く
り
直
し
肉
付
け
し
て
く
れ
る

し
、
ま
た
彼
自
身
も
真
面
目
で
穏
や
か

で
絶
対
お
こ
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
酒
井

先
生
も
そ
う
だ
け
ど
（
笑
）
。

酒
井
タ
カ
ラ
ヅ
カ
の
男
役
を
知
っ
て

い
る
人
に
と
っ
て
は
扱
い
に
く
い
素
材

か
も
知
れ
な
い
け
ど
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ

を
初
め
か
ら
持
た
な
い
外
国
の
演
出
家

と
数
多
く
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も

ラ
ッ
キ
ー
だ
よ
ね
。

麻
実
「
シ
カ
ゴ
」
の
時
も
そ
う
だ
し

６
月
か
ら
の
「
危
険
な
関
係
」
も
ハ
ワ

ー
ド
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
演
出
し
て
下
さ

１
７２
１

譜

ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
大
女
優
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
華
や

か
さ
と
落
ち
着
い
た
物
腰
、
「
タ
カ
ラ
ヅ
カ
対
談
」

一
年
ぶ
り
の
登
場
は
麻
実
れ
い
さ
ん
で
す
。
６
月
は

東
京
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
劇
場
の
舞
台
「
危
険
な
関
係
」

そ
し
て
８
月
は
待
ち
に
待
っ
た
宝
塚
バ
ウ
ホ
ー
ル
、

そ
の
リ
サ
イ
タ
ル
の
演
出
を
さ
れ
る
酒
井
澄
夫
先
生

と
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鶏
難癖蟻

0 h ノタカラヅカ対談
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そ
う
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
３
回
目

ぐ
ら
い
か
ら
や
っ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
も
の
で
す
よ
。

酒
井
お
芝
居
で
濃
度
の
高
い
も
の
を

や
っ
て
い
る
か
ら
リ
サ
イ
タ
ル
の
一
部

☆
や
っ
ぱ
り
タ
カ
ラ
ヅ
カ
は
ふ
る
さ
と

麻
実
私
の
場
合
、
一
番
続
け
て
い
き

た
い
事
は
歌
で
す
か
ら
リ
サ
イ
タ
ル
は

特
に
大
切
に
し
た
い
で
す
。
普
通
２
，

３
年
に
１
回
ぐ
ら
い
で
蓄
え
た
も
の
を

利
用
で
き
る
ん
で
す
が
１
年
に
１
回
と

い
う
と
か
な
り
時
間
が
足
り
な
い
。

何
で
も
２
回
目
と
い
う
の
は
恐
い
で

す
ね
。
つ
ま
り
１
回
目
と
い
う
と
い
ろ

ん
な
人
が
支
え
て
く
れ
る
ん
だ
け
ど
、

い
い
流
れ
だ
と
思
う
よ
。

解'

団
浬
罰

Ｆ
Ｌ
－

聯

も
で
き
る
し
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
お
仕
事

さ
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。

酒
井
僕
た
ち
に
と
っ
て
も
見
る
目
の

厳
し
い
い
ろ
ん
な
人
が
見
に
く
る
と
思

う
と
安
易
な
作
り
方
は
出
来
な
い
ゾ
と

る
し
恵
ま
れ
て
る
ん
で
す
よ
。
た
だ
、

「
シ
カ
ゴ
」
の
時
は
ま
だ
自
分
を
出
し

た
く
て
も
出
せ
な
い
壁
の
よ
う
な
も
の

が
あ
っ
た
ん
で
す
が
「
マ
ク
ベ
ス
」
の

後
半
あ
た
り
か
ら
自
分
を
ぶ
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

回
り
か
ら
も
、
今
ま
で
と
全
然
ト
ー
ン

が
違
う
っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
よ
。
役
の

気
持
ち
に
入
り
込
ん
で
自
由
に
、
そ
し

、
、
、
、
、

て
毎
日
新
鮮
に
、
舞
台
で
嘘
を
つ
か
な

、い
声
」
と
を
心
掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
演
出
だ
け
で
な
く
、
共
演
の
江
守

徹
さ
ん
の
真
面
目
な
姿
勢
を
傍
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
そ
の
き
っ
か

け
に
な
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
ね
。

酒
井
そ
う
ね
。
作
品
そ
の
も
の
に
も

恵
ま
れ
て
る
し
ね
。
「
危
険
な
関
係
」

は
心
理
描
写
だ
け
の
か
な
り
難
し
い
話

だ
け
ど
も
僕
は
タ
ー
コ
さ
ん
（
麻
実
）

に
は
ぴ
っ
た
り
の
役
ど
こ
ろ
だ
と
思
う

よ
。
一
般
の
人
々
に
ど
れ
だ
け
ア
ピ
ー

ル
す
る
か
と
い
う
部
分
が
鍵
だ
ね
。

麻
実
「
マ
ク
ベ
ス
」
は
ね
、
こ
わ
い

女
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
る
人
が
多
い

ん
で
す
け
ど
単
純
に
ひ
た
す
ら
夫
を
愛

す
る
女
と
い
う
だ
け
な
ん
で
す
。
で
も

今
度
の
役
は
、
女
と
し
て
経
験
し
つ
く

し
た
女
が
そ
れ
を
し
ま
い
込
み
つ
つ
も

口
で
は
違
う
こ
と
を
言
い
、
そ
し
て
ま

た
ど
こ
か
で
別
の
こ
と
を
感
じ
さ
せ

る
、
人
に
見
せ
る
も
の
と
し
て
は
相
当

難
し
い
ん
で
す
よ
ね
。

酒
井
で
も
ね
、
「
マ
ク
ベ
ス
」
が
先

で
よ
か
っ
た
ん
だ
よ
。
逆
だ
と
大
変
、

は
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
雰
囲
気
、
二
部
は
楽

し
く
て
明
る
い
も
の
が
い
い
ね
。

麻
実
楽
し
く
っ
て
仕
方
な
い
っ
て
い

う
ぐ
ら
い
の
も
の
が
い
い
で
す
ね
。
東

京
だ
と
仕
事
オ
ン
リ
ー
っ
て
い
う
感
じ

な
ん
で
す
け
ど
タ
カ
ラ
ヅ
カ
に
来
て
楽

し
い
シ
ョ
ー
や
リ
サ
イ
タ
ル
の
お
稽
古

が
待
っ
て
い
る
と
思
う
と
ホ
ッ
と
す
る

ん
で
す
よ
。
こ
こ
の
あ
た
た
か
い
空
気

に
触
れ
て
活
力
を
貯
め
さ
せ
て
く
れ
る

所
で
も
あ
る
し
、
逆
に
東
京
で
の
素
地

を
タ
カ
ラ
ヅ
カ
で
実
践
で
見
せ
る
こ
と

１
７３
１ 蓋…111雷 篭難＃
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酒
井
端
的
に
出
る
よ
ね
。
お
客
様
が

目
の
前
に
い
る
２
１
３
時
間
の
短
い
時

間
の
中
で
凝
縮
さ
れ
た
も
の
、
あ
る

い
は
自
分
を
出
す
わ
け
だ
か
ら
ね
。
し

か
し
６
月
以
降
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
す

ご
い
ね
。
し
か
も
難
し
い
役
ば
っ
か

り
。麻

実
と
め
ど
無
く
仕
事
が
あ
る
ん
で

び
っ
く
り
し
て
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
積

☆
｜
歩
一
歩
ゆ
っ
く
り
と
前
進

麻
実
こ
う
い
う
仕
事
し
て
い
る
自
分

が
不
思
議
で
仕
方
な
い
ん
で
す
よ
。
芸

能
関
係
の
仕
事
っ
て
実
は
好
き
じ
ゃ
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
時
あ
る
ん
で

す
け
ど
ね
。
台
本
も
ら
っ
て
急
に
落
ち

込
ん
で
ク
ラ
ー
く
な
る
、
な
ん
で
こ
ん

な
思
い
を
し
て
ま
で
や
ら
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
か
、
何
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
か

思
う
ね
。
で
も
、
タ
カ
ラ
ヅ
カ
の
卒
業

生
っ
て
二
通
り
居
る
ん
だ
よ
。
心
で
タ

カ
ラ
ヅ
カ
恩
挿
神
を
ず
っ
と
持
っ
て
て

壊
れ
る
の
が
イ
ヤ
だ
か
ら
絶
対
に
来
な

い
人
と
ふ
る
さ
と
に
帰
る
気
持
ち
で
よ

く
訪
れ
る
人
、
で
も
本
質
的
に
は
一
緒

な
ん
だ
よ
。
や
っ
ぱ
り
自
分
が
無
防
備

で
行
け
る
一
番
安
心
で
き
る
場
所
な
ん

だ
ろ
う
ね
。

っ
て
考
え
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
自
分

の
危
機
感
な
ん
で
す
よ
ね
。
ギ
リ
ギ
リ

の
所
を
歩
い
て
い
つ
落
ち
る
か
わ
か
ら

な
い
、
そ
う
い
う
緊
張
感
が
た
ま
ら
な

く
快
感
な
ん
で
す
。
こ
れ
は
き
っ
と
主

婦
で
も
会
社
員
で
も
ど
ん
な
職
業
の
人

で
も
一
緒
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
私
達

の
場
合
は
人
の
目
で
見
ら
れ
る
と
い
う

点
が
非
常
に
残
酷
な
点
な
ん
で
す
ね
。

１
７４
１

み
重
ね
が
次
の
チ
ャ
ン
ス
に
繋
が
る
し

そ
れ
だ
け
多
く
を
皆
さ
ん
に
見
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
し
、
こ
わ
い
ぐ
ら
い
の

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
ど
う
に
か
乗
り
越
え

て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。
そ
れ

か
ら
ね
、
人
が
や
だ
な
ァ
と
思
う
よ
う

な
役
の
方
が
結
構
好
き
な
ん
で
す
よ
。

で
ま
た
、
そ
の
逆
は
出
来
な
い
ん
で
す

よ
、
不
思
議
と
。

酒
井
ツ
レ
（
鳳
蘭
）
と
は
ス
ケ
ー
ル

的
に
似
て
る
ん
だ
け
ど
そ
う
い
う
点
な

ん
か
で
は
対
称
的
だ
よ
ね
。

麻
実
「
シ
カ
ゴ
」
の
時
に
ね
、
私
が

稽
古
の
段
階
で
か
な
り
悩
ん
で
た
ん
で

す
よ
。
ツ
レ
が
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス

く
れ
て
て
、
当
日
も
心
配
し
て
じ
っ
と

見
て
て
く
れ
た
ん
で
す
。
で
も
私
は
慎

重
そ
う
に
見
え
て
て
そ
の
時
が
く
れ
ば

「
ワ
ー
も
う
何
と
か
な
る
ワ
」
っ
て
い

う
感
じ
で
ケ
ロ
ッ
と
し
て
る
も
ん
だ
か

ら
呆
れ
ら
れ
ち
ゃ
っ
て
（
笑
）
。
彼
女
Ａ

型
で
ね
、
私
が
Ｏ
型
な
ん
で
す
よ
。

酒
井
逆
に
見
え
る
ん
だ
け
ど
ね
。
タ

ー
コ
は
石
橋
を
叩
い
て
少
し
ず
つ
引
き

な
が
ら
進
む
タ
イ
プ
だ
か
ら
。

1 9 8 8 年スケジュール
6 ／1 1 ( 土) ～7 ／3 （日）「危険な関係」サンシャイン劇場
7 ／4 ( 月) ～7 ／5 （火）「デイナーショー」パレスホテル
7 ／9 ( 土）「デイナージヨー」ホテルナゴヤキヤツスル
8 ／1 3 ( 土) ～8 ／2 2 （月）「麻実れいリサイタルP A R T Ⅱ」

宝塚バウホール１０日間1 6 回公演
1 0 ／2 1 ( 金) ～1 1 月2 0 （日）「世阿禰」共演・松本幸四郎他
セントポール、ミルウォーキー、シカゴ、銀座セゾン劇場
1 1 ／2 7 ( 日) ～1 1 ／2 9 （火）「麻実れいリサイタルP A R T Ⅱ」

帝国劇場３日間４回公波

麻
実
退
団
し
て
３
年
た
っ
た
ん
で
す

が
、
と
に
か
く
あ
ん
ま
り
先
を
見
る
と

訳
が
わ
か
ら
な
く
な
る
か
ら
今
を
大
事

に
し
て
い
き
た
い
ん
で
す
。
２
年
ぐ
ら

い
た
っ
て
改
め
て
見
つ
め
直
す
、
そ
う

や
っ
て
少
し
ず
つ
前
進
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

（
田
・
４
．
２
欧
風
レ
ス
ト
ラ
ン
カ
ラ
ベ
ル
に
て
）
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ジ
で
エ

す
る
が
、
薄
れ
ゆ
く
視
力
の
た

参
る
の
が
目
的
だ
っ
た
。
二
人

め
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
い

た
。
美
し
い
ナ
イ
ヤ
を
見
た
ジ

だ
ま
愛
）
と
い
う
一
人
娘
が
い

め
、
そ
し
て
親
友
ヘ
ン
リ
ー
は

あ
る
ジ
ョ
ン
（
剣
幸
）
は
画
家
の

S ＴＡＧＥテ
フ
ラ
夫
人
に
は
ナ
イ
ャ
（
と

で
訪
れ
た
モ
ー
レ
ア
島
の
地
主

モ
ー
レ
ア
島
に
眠
る
母
の
墓
に

ス
に
描
き
と
ど
め
た
い
と
切
望

い
た
。
将
来
、
有
望
な
画
家
で

つ
し
か
ジ
ョ
ン
と
ナ
イ
ヤ
の
間

ヨ
ン
は
、
そ
の
姿
を
キ
ャ
ン
バ

港
に
二
人
の
青
年
を
乗
せ

●
「
南
の
哀
愁
」
再
び
ノ
．

た
船
が
静
か
に
停
泊
し
て

Ｍ屋ＳＳＡＧＥ南
太
平
洋
タ
ヒ
チ
島
の

名
作
を
月
組
が
再
々
演

霞
霞
醗
霞
蕊
静
鰐
緯
す
る
た

f ｒｏｍ
ＴＡＫＡ圏ＡＺ唖ＫＡ

食
め
静
養

あ
る
眼

幸
を
い
た

生
命
で

ま
で
花
組
公
演
「
タ
イ
ム

／
調
宝
塚
大
劇
場
Ｓ
３
２
０
０
円
Ａ
２

型
場
草
野
旦
作
・
演
出
５
／
旧
１
６

グ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ー
「
ピ
パ
ノ
シ
パ
ノ
」

愁
」
吃
場
内
海
匝
典
作
演
出

２
０
０
円
Ｂ
１
４
０
０
円
Ｃ
６
０
０

★
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ロ
マ
ン
ス
「
南
の
哀

円
（
水
晒
休
演
）

内
海
重
典
の
名
作
。

年
、
勲
四
等
瑞
宝
章
に
輝
い
た

た
◎

十
周
年
に
再
演
以
来
、
泌
年
ぶ

り
に
上
演
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

に
は
愛
が
芽
生
え
る
が
…
。
昨

ン
ビ
で
初
演
、
昭
和
調
年
の
五

城

第
２
部
は
、
舞
踊
神
シ
バ
の

昭
和
配
年
春
日
野
・
乙
羽
．

涼
風
真
世

こ
だ
ま
愛

テ
イ
ン

グ
な
シ

ョ
ー
を

。

一年ぶりのパウホール
麻実れい

奔
放
な

イ
メ
ー

化
身
を

キ
サ
イ

鐘繊'し/重重鶴ﾚデｲー ｽｲｿ'E』f'-，

宝塚歌劇座席券セットのホテル ☆
加
日
間
拓
回
公
演
前
売
日
７
／
９
宝

塚
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
・
阪
急
プ
レ
イ

ガ
イ
ド
に
て
発
売
６
５
０
０
円

★
バ
ウ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
〃
タ
イ
ム
・
ア

ダ
ー
ジ
オ
″
２
幕
小
池
修
一
郎
作
・
演

出
５
／
調
１
６
／
旧
バ
ウ
ホ
ー
ル
３
５

０
０
円

タ
ル
Ｐ
Ａ
Ｒ
団
Ⅱ
酉

⑥
８
月
は
「
麻
美
れ
い
り
サ
イ

B ＯＷＨＡＬＬ

宝鰯!=画ご'一:スイロ 場
加
周
年
記
念
、
６
／
焔

油

「
タ
イ
ム
・
ア
ダ
ー
ジ
オ
画

●
バ
ウ
。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

ア
ダ
ー
ジ
オ
」
を
上
演
中
。

宝
塚
バ
ウ
ホ
ー
ル
の
開

●ご宿泊( 朝食付）お一様￥5 , 0 0 0
< 税･ サービス料なし〉全室バス．T V 付 ＆

〆寄応ｉｎ八

欧風料理

ひびき、瀬川、大浦
（左から）

阪急宝塚南口駅、徒歩３分･ 阪急宝塚駅、徒歩５分
〒6 6 5宝塚市武庫川町4 7 - 1き0 7 9 7 ( 8 1 ) 0 0 0 1

花
の
道
に
あ
る
友
の
会
サ
ロ

ン
に
は
宝
塚
の
情
報
が
い
っ
ぱ

い
。
気
軽
に
お
寄
り
下
さ
い
。

お
問
合
わ
せ
・
申
込
み
は

宝
塚
友
の
会
サ
ロ
ン
〒
縦
宝

塚
市
栄
町
１
の
１
の
訂
蓉
０
７

９
７
㈱
６
８
０
１
郵
便
振
替

口
座
神
戸
９
１
１
３
２
８
６

そ
の
他
、
友
の
会
行
事
へ
の

参
加
、
座
席
予
約
な
ど
の
特
典

も
あ
り
ま
す
。

饗円で
毎
月
「
宝
塚
だ
よ
り
」
を

普
通
会
員
／
一
年
二
千
二
百

郵
送
円
で
毎
月
「
宝
塚
グ
ラ
フ
」
を

円
で
毎
月
「
歌
劇
」
を
郵
送
。

Ａ
会
員
／
六
カ
月
三
千
三
百

あ
な
た
も
入
り
ま
せ
ん
か
。

ＮＥＷＳＢ
会
員
／
六
カ
月
三
千
三
百

へ
の
架
け
橋
、
宝
塚
友
の
会
に

デ
ィ
ド
リ
ー
マ
ー
の
世
界

、
友
の
会
へ
の
お
誘
い

る
宝
塚
の
舞
台
。
そ
の
レ

蕊 素
敵
な
夢
を
贈
り
続
け

ﾚ ストラン

J伽フWXル
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